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長州ながと水産株式会社さまによる「SDGs宣言」策定について 

 

 

西京銀行は、持続可能な社会の実現に向け、地元企業さまの SDGs への取組みをサポー

トする「さいきょう SDGsコンサルティングサービス」の提供を行っています。 

このたび、当サービスを通じて、長州ながと水産株式会社（本社：山口県長門市 代表取

締役 安藤繫之）さまが SDGs宣言を策定されましたので、お知らせします。 

 

 

企業概要 

会 社 名 長州ながと水産株式会社 

所 在 地 山口県長門市仙崎２０４７－３ 

代 表 者 安藤 繁之 

SDGs への取組み  北長門海岸国定公園沿いの自然豊かな海で、養殖を熟知したス

タッフが丁寧に育てた魚を、生産・加工・販売まで一貫して行い、

高鮮度で高品質な商品を提供します。養殖に特化することで魚類

の乱獲を抑制し、海洋生態系の安定に貢献します。 

 また、地域の祭への出店や、教育機関への研究材料提供等を通

じて、地域の皆さまに魚と親しむ機会を提供するほか、地元企業

と連携し、地域一体となり水産業の持続的発展に取組みます。 

U R L https://andokk.com/aqua 

※ 長州ながと水産株式会社さまの SDGs宣言については、別紙をご参照ください。 

 

 

西京銀行は、引続き地元の課題解決ニーズに幅広く、きめ細かくお応えし、「地域の皆さ

まのお役に立つ銀行」を目指してまいります。 

 

◆本件に関するお問い合わせ 

西京銀行 法人営業部（担当：木林） 

TEL：070-7575-2294 



長州ながと水産株式会社 SDGs宣言
当社は、国連において採択された「持続可能な開発目標（SDGs）」の達成に向け、
事業活動を通じて、地域の課題解決と持続的な成長に貢献してまいります。

2023年10月11日
長州ながと水産株式会社
代表取締役 安藤繁之

当社のSDGsへの貢献

北長門海岸国定公園沿いの自然豊かな海で、養殖を熟
知したスタッフが丁寧に育てた魚を、生産・加工・販売まで
一貫して行い、高鮮度で高品質な商品を提供します。

これまで培ってきた養殖のノウハウにより、『長門産の魚』
を絶やさず、安定して供給し、後世に繋いでいきます。

【主な取り組み】
⚫ 鮮度を維持するため、養殖場に隣接した加工場を運営
⚫ 安定生産実現のため『養殖場経営の５箇条』を設定

⚫ 』

養殖事業に特化することで魚類の乱獲を抑制し、海洋生
態系の安定に貢献しています。
社内のDX化として、養殖水槽のモニタリング管理システ

ム導入や、電力アラートシステム活用による消費電力の管
理等を実践し、環境負荷の低減に取り組んでいます。

【主な取り組み】
⚫ 海の生態系を考慮した養殖の実施
⚫ ペーパレス化、水槽管理、電力使用量アラート等DX化

外部機関による研修実施や、自社の行動指針を定めるこ
とで、職員のスキルアップと自主性を重んじた風土を構築
し、働きがいのある職場環境づくりを目指しています。
業務のDX化による効率的な働き方を推進し、労働時間の

短縮に繋げることで、ワークライフバランスを充実させてい
きます。

【主な取り組み】
⚫ DX化による業務効率化
⚫ 『完全週休二日制』の導入、残業時間の削減
⚫ 加工技術向上のための外部機関研修の実施

魚のつかみ取り等、地域の祭への出店や、教育機関へ
の研究材料提供などを通じて、魚との触れ合いや教育の
場の提供に努めます。

水産商品の流通活性化のため、地元企業と協働し、多く
の販売チャネルを持つ事で、地域一体となって水産業の持
続的発展に取り組んでいます。

【主な取り組み】
⚫ 魚のつかみ取り等、地域の祭への出店
⚫ 大津緑洋高校への研究材料提供
⚫ 地元企業との積極的な連携

持続可能な開発目標（SDGs）とは、すべての人々にとってよりよい、より持続可能な
未来を築くための青写真です。貧困や不平等、気候変動、環境劣化、繁栄、平和と
公正など、私たちが直面するグローバルな諸課題の解決を目指します。SDGsの目
標は相互に関連しています。誰一人置き去りにしないために、2030年までに各目
標・ターゲットを達成することが重要です。

持続可能な水産業の実現 環境への配慮

働きがいのある職場づくり 地域社会への貢献
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